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【動機】

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、人々は密を避けるようになった。私の学校でも児童
生徒たちが活動する際、密にならないようさまざまな対策をとっている。しかし、休み時間の図
書室は、利用者数が多く、密になってしまう課題があった。よって、図書室の密を避けるため、
図書室内の人数を検知して、密になった時に人数と警告文を送るソフトウェアを開発することと
した。

【方法】

①図書室全体を上から撮影し、データを保存、加工した。②保存した写真に人の頭が写っていな
い場合「0」のフォルダに保存し、人の頭が一つ写っている場合には「1」二つ写っている場合は
「2」のフォルダに保存というように、5000枚程度の画像を分類した。③forループで100枚に切り
分けるプログラムに切り分けた画像に写っている人の頭の個数をAIで調べ、その和を求めるプロ
グラムを加え、求めた人数を配列に組み込み、csvファイルに書き込むプログラムを足した。

【結果】

プログラムはforループによって画像を100枚に切り分け、それを解析して0人、1人、2人に分けて
、max関数でどれが最も可能性が高いかを算出し、その100枚の人数の和と元画像をcsvファイル
に書き込むことができた。精度を検証すると、R^2値は0.916であった。ただ、解析の結果は実際
の人数より少し多くでるという傾向があったが、開発したソフトウェアの精度が高く、図書室内
の人数を読み取り、密を知らせることができると分かった。

【まとめ】

従来の人数を数える方法（通路の上や左右にカメラを設置して人の出入りを数える方法）は正確
性こそ高いものの、開けた場所では使いにくかったり、初期費用が高価であったりする。 しかし
、本研究で作ったプログラムは従来のものと比べ、正確性は少し低いが、カメラ一つでできる為
、初期費用が圧倒的に安いという利点がある。また、開けた場所でも簡単に数を数え、人数を知
らせることができると分かった。



【展望】

windows向けのアプリとして実装化したい。 また、さらに正確性を上げる実験を行いたい。Wind
ows向けのアプリとして実装することができれば、ユーザーからの情報の提出により、更に正確
性が上がることが期待される。
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